
（別紙３）

～ 2025年2月28日

（対象者数） 1６名 （回答者数） １６名

～ 2025年　3月　12日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
全員が達成感を持てるように個人差を考えて、活動を工夫

していきます。

2 今後も保育園や保護者と連携し、共通理解を図っていきます。

3 保護者と面談を行い家族の様子を聞き取りしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
事業所から全ての園に連絡を取り、訪問や電話連絡をして連

携していきます。

2
クラス便りに事業所の活動の様子を詳しく載せていくように

します。

3

○事業所名 ライラック

○保護者評価実施期間
2025年2月3日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

子どもの併行通園の保育園と連携していますが全ての園との連

携はできていません。
併行通園先に連絡を取り、情報共有していきます。

当法人内の保育園と交流していることが周知されていません。
保護者の方が子どもの事業所での様子がわかるようにクラス便

りの内容の見直しをしていきます。

子どもが自分自身に自信をもち自分のことが素晴らしいと感じ

られるように発達支援を行っています。

適応行動を褒め、肯定的に関わっています。

週1回職員は子どもを褒める練習をしています。

保護者に了承を得て、子どもの併行通園の保育園と電話連絡を

して子どもの様子など情報共有をしています。
保護者の意向を併行通園先と情報共有し、事業所の登園日数を

増やすなど支援しています。

当法人の各部署（相談室、ショート、ヘルパー、送迎、クリ

ニック、心理士、OT、ST）と連携しチームで支援を行うこと

ができます。

問題があった時にはすぐに必要な部署に繋げ、迅速に対応する

ようにしています。

事業所における自己評価総括表公表


